
瑞浪市議会 経済建設委員会 

行政視察報告書 

KDDI 維新ホール前 

期 間：令和５年８月２２日（火）～ 

        ８月２３日（水） 

視察地：山口県防府市・山口市 



視察日 令和５年８月２２日（火）～８月２３日（水） 

集合時間 ８月２２日（火）７：３０瑞浪駅改札前集合（７：４３瑞浪駅出発） 

視察１ 

２２日 

【山口県防府市】防府市クリーンセンター 

（１）防府市クリーンセンターにおける取り組みについて 

（２）防府市クリーンセンターの施設見学 

視察２ 

２３日 

【山口県山口市】山口市役所 

（１）農山村地域活性化ビジネス支援事業について 

（２）新山口駅北地区重点エリア拠点施設整備について 

【山口県山口市】山口市産業交流拠点施設 

（１）山口市産業交流拠点施設（KDDI維新ホール）の施設見学 

到着時間 ８月２３日（水）１９：００ 瑞浪駅解散 （１８：５７ 瑞浪駅到着） 

経済建設委員会行政視察 概要 

目的地 内容 開始時間 終了時間 ホーム   

瑞浪駅集合   7:30      

瑞浪駅→名古屋駅 移動 7:43 8:42  JR中央線快速名古屋行 

名古屋駅→徳山駅 移動 8:58 11:33  新幹線のぞみ109号博多行 

徳山駅→防府駅 移動 11:57 12:25  JR山陽本線普通下関行 

昼食  12:40 13:40  
味のおもてなし「浜」 

防府市車塚町5-36 

視察  14:00 16:00  防府市クリーンセンター 

１．交通機関（行き）８月２２日（火） 

 瑞浪市議会       経済建設委員会  

参加者 委員長 辻 正之  副委員長 成瀬徳夫 柴田幸一郎  

 熊谷隆男 小木曽光佐子 樋田翔太   

 柴田増三 事務局随行者梅村修司  



日時 ８月２２日（火）１４：００～１６：００ 

視察１ 防府市クリーンセンター 防府市大字新田３６４ 

内容 （１）防府市クリーンセンターにおける取り組みについて 

整備・運営事業の概要 

１. PFI法に基づき、設計・施工・運営を一括 

  して民間に委託するDBO方式により実施。 

焼却施設 

１．焼却規模 ７５ｔ／日×２基 

  焼却温度 ８５０℃以上 

  敷地面積 ４８，３００㎡ 

  供用開始 平成２６年４月 

 

啓発施設 

１．研修室兼会議室 

  DVDにより施設の仕組みを分かり易く説明 

  するとともに、ごみ減量化・資源化に向け 

  た啓発を行う。 

  小学校中学年を対象とした環境クイズゲーム 

  による環境学習が可能 

２．市民工房 

  紙パックを原料とする紙すきを体験できる 

  リサイクル体験施設 

３．再利用品展示コーナー 

  クリーンセンターへ持ち込まれたごみの中 

  で再使用出来る物を展示し希望者へ 

  提供する。 

４．見学コース 

  可燃ごみ処理施設・リサイクル施設の 

  廃棄物処理工程を分かり易く案内する 

  見学コースの設置 

  （ごみピット・炉室・蒸気タービン発電機・中央制御室・発酵槽・リサイクル施設） 

２．視察１ 



内容 （２）防府市クリーンセンターの施設見学 

 

１．施設の概要 

  可燃ごみ処理施設 

  バイオガス施設 

  リサイクル施設 

  クリーンセンター施設模型 

２．施設の特徴 

  国内初のゴミ焼却・バイオガス化複合施設 

  ごみに含まれる資源を回収する施設 

  環境に配慮した施設 

  プラットフォームより投入されたごみは、 

  ピットに貯められごみクレーンで焼却炉 

  に投入される。焼却炉内で８５０℃以上の高温 

  で焼却して灰にする。 

３．可燃ごみ処理施設 

  最新のごみ焼却・バイオガス化技術により 

  高度な処理を可能にしたシステムです。 

  排ガスの熱を利用してボイラーで蒸気を作り 

  蒸気タービンにより発電を行っている。 

  作った電気は施設内で利用し余った電気は 

  電力会社に売電している。  

  定格出力３，６００Kw  

４．リサイクル施設 

  処理能力 ２３ｔ／５ｈ 

  不燃・粗大ごみ 

  スチール缶・アルミ缶 

  ペットボトル 

  各色ビン 

  中央制御室でプラントの制御を監視する。 

５．指定ごみ袋の概要 

  特大４５L １０枚 １３０円、 大２８L １０枚 １２０円、 小１７L １０枚 ９０円 

 



 【山口県防府市】防府市クリーンセンター   経済建設委員会委員長 辻 正之  

目的 ごみ焼却施設は本市において重要な課題となっています。現在の瑞浪市クリーンセンターは平成14年
度に供用開始されたセンターで建物及び設備はともに経年劣化が進んでいます。現在では酸素製造装

置の劣化により急遽LPガスを使用して対応しており、年内に交換することになっています。このよう

に予期しない故障が発生することから、ごみ処理施設の建設にあたっては広域化が必要になってきて

おり、多治見市、瑞浪市、土岐市の三市で検討を重ねて各市の焼却施設の更新時期を考慮し令和４年

３月の「ごみ焼却施設広域化三市首長会議」において、将来のごみ焼却施設の広域化を改めて検討す

ることで合意され、協議が進められています。こうした背景から今後のごみ焼却施設についてどのよ

うなごみ焼却方法が良いのか検討するため、防府市クリーンセンターへ行政視察に行くこととしまし

た。 

 

所感 防府市クリーンセンターの施設では廃棄物資源循環分野におけるカーボンニュートラルの重要な施設

の一つで、平成26年4月から供用開始し設計・施工・運営を民間企業に委託し、DBO方式（デザイ

ン・ビルド・オペレート）により運営されていました。容器包装リサイクル法に完全対応したリサイ

クル施設とバイオガスごみ焼却施設でした。ごみ焼却施設は、ごみ選別施設とバイオガス化施設を組

み合わせた施設で、敷地面積は約48,300㎡、焼却施設は１日７５ｔ×２基、燃焼温度は８５０℃以上

で稼働し、発電電力は3,600KWでした。この焼却炉は最新のごみ焼却・バイオガス化技術により高度

な処理を可能にした施設です。ごみを燃焼する際に発生した高温の排ガスの熱を利用してボイラーで

蒸気を作り、その蒸気を使って蒸気タービンと発電機を回転させ電気を作り、作った電気は施設内で

利用し余った電気は電力会社に売電していました。 

また、クリーンセンター場内のし尿処理施設及び隣接する公共下水道浄化センターで発生する汚泥

を、可燃ごみ処理施設のバイオガス化施設で全量受け入れされていて汚泥受け入れポットから、発酵

槽に送られ発酵処理されてバイオガスを発生させて利用していた。 

なお、市民の環境意識の向上及び環境学習の場として活用されていて、ごみ分別体験や紙すき体験、

再利用品展示コーナーにはクリーンセンターへ持ち込まれたごみの中で再使用できるものを展示し希

望者へ提供する、取り組みなどの環境学習の場として啓発施設が設置されていました。 

施設の特徴 

１．国内初のごみ焼却・バイオガス化複合施設 

  バイオガス化施設・ごみ焼却施設を組み合わせて高効率な廃棄物発電を実現していました。 

２．ごみに含まれる資源を回収する施設 

  手で選別して、処分するごみを極力減らす。 

３．環境に配慮した施設 

  ごみの処理工程で発生する粉じんや臭気は、施設内の各種装置で清浄化される。 

今回の防府市クリーンセンターの視察では新たなごみ処理施設として３R（発生抑制（Reduce）、再

使用（Reuse）、再生利用（Recycle）の実践活動をされていました。今後は本市においても、環境に

やさしい最新鋭のごみ処理施設を作ってもらえるように進めていけると良いと思いました。 

   

 



目的地 内容 開始時間 終了時間 ホーム   

防府駅→新山口駅 移動 16:17 16:34  JR山陽本線普通下関行  

新山口駅→湯田温泉駅 移動 16:43 17:04  JR山口線普通宮野行 

ホテル 移動 17:20   

スーパーホテル山口湯田温泉 

山口市湯田温泉４丁目１－５ 

夕食 移動 18:30   

我が家（創作料理） 

山口市湯田温泉２丁目１－２５ 

３．交通機関（移動） ８月２２日（火） 

４．視察２ 

日時 ８月２３日（水）９：３０～１２：００ 

視察２ 山口市役所 山口市亀山町２－１ 

  

山口市議会 

入江幸江 議長 

山口市役所玄関前での集合写真 

 



日時 ８月２３日（水）９：３０～１２：００ 

視察２ （１）農山村地域活性化ビジネス支援事業について 

内容 〇農山村地域活性化ビジネス支援事業について 

１．農山村と都市が共存共栄するまちづくり 

  「個性と安心の２１地域づくり」と 

  「広域県央中核都市づくり」を一体的に進める。 

２．農山村エリアの状況 

  過疎地域、県中山間地域 

  県中山間地域等と同程度に人口減尐が進んでいる 

  地域 

３．後期基本計画の重点プロジェクト 

  ２１地域づくりと農山村活性化 

  農山村エリアの地域経済活性化と移住・定住促進の強化 

  ９地域を「農山村エリア」として位置付け、地域活性化の取り組みを重点的に推進する。 

４．事業目的 

  地域資源の活用し、雇用の創出や地域経済の波及効果の創出、地域課題の解決などの地域の 

  活性化につながる事業を応援する。 

５．事業内容 

   山口市内の農山村エリア（仁保、小鯖、陶、鋳銭司、名田島、秋穂二島、秋穂、徳地、阿東） 

  の地域資源を活用し、雇用の創出や地域内への経済波及効果の創出、地域課題の解決などの 

  地域の活性化につながる事業を実施する事業者を対象として、アイデアを提案していただく 

  審査委員会を行い、採択された事業者に補助金を交付する事業となります。 

  補助金額は最大600万円（補助率3分の2）。また、事業経費の自己負担部分をクラウドファン 

  ディングにより調達する場合には、その手数料部分を最大100万円（補助率10分の10）補助 

  します。 

６．実績や取り組みの事例について 

  レストラン「蘭土」の事業継承に伴う阿東地域活性化事業 

  デイキャンプ場の造成と貸別荘の新築 

  梨園の事業承継及び観光梨狩り開園による産地の振興 

  地域課題解決開発Lab拠点整備プロジェクト 



 【山口県山口市】山口市役所 農山村地域活性化ビジネス支援事業について 辻正之 

目的 本市においても農業及び農村地域を取り巻く現状は、食料自給率の低迷や、高齢化等により耕作放棄

地の増加などで、農村の持つ多面的機能の低下がみられます。更なる食の安全性や地産地消の推進な

ど、農業経営の体質強化などが求められています。今、日本の人口は減尐し食生活も変化しているこ

とから、米の消費量は年々減 して尐 います。その背景には日本の食生活の変化があります。米の消費

量が減尐する一方で、肉類や乳製品などの動物性たんぱく質を多く取るようになりました。消費量の

減尐にともない、米の生産量は1970年の1,253万トンから2020年の776万トンと大幅に減り続けている

と言われます。これは、米の生産者が離農していく事で、耕作放棄地が拡大しているからだと思いま

す。また、高齢化率も上がっており平成２７年の６５歳以上の割合が６５％でしたが、令和３年には

６９％まで上がり高齢化に歯止めがかからないのが現状です。本市の農業で最も深刻な課題は高齢化

です。このように農業・農村をめぐる社会的・経済的諸情勢が急激に変化しており、農業・農村の将

来が見通せないのが現状だと思います。山口市の農山村地域活性化ビジネス支援事業の取り組みを参

考にして本市の農業・農村の活性化ができるよう視察目的としました。 

所感 山口市農山村ビジネスでは令和５年度から９年度を計画期間として取り組まれていました。この計画

は後期基本計画推進の方向性として「ずっと元気な山口」の実現に向けて取り組まれていて、農山村

と都市が共存共栄するまちづくりを目指していました。山口市が進める農山村と都市が共存共栄する

まちづくりは、平成１７年の平成大合併により山口市、小郡町（おごおり）、秋穂町（あいお）、阿

知須町（あじす）、徳地町（とくじ）の旧１市４町と、平成２２年に阿東町（あとう）と合併し、山

口市の面積は１０２３．２３k㎡となり県内で最大の面積となり人口は１９万人となりました。この

中でまちづくりの１つとして９町単位エリア仁保（にほ）、小鯖（おさば）、陶（すえ）、鋳銭司

（すぜんじ）、名田島（なたじま）、秋穂二島（あいおふたじま）、秋穂（あいお）、徳地（とく

じ）、阿東（あとう）の過疎地域と県中山間地域と同程度の人口減 が進尐 んでいる地域のエリア、そ

して２１の地域が農山村エリアとなっていました。山口市は新山口駅が都市拠点エリアと市役所周辺

のエリアがあり２つの都市エリアがある市です。そこで２１の地域づくりと農山村活性化の取り組み

として農山村エリアの９地域を位置付け、地域経済や移住の促進をしっかりと取り組んでいました。

農山村地域活性化ビジネス支援事業は令和４年度に取り組みが始められています。地域経済の活性化

の支援を行い、雇用の創出や企業支援などが目的で行われていました。事業の実施期間や補助対象に

ついては年度内に終わっていただく、また、農山村エリア内の活動拠点として行うもので事業対象事

業は５年間は続けて頂くことが条件でした。活動拠点取得費は３分の２、クラウドファンディングに

係る手数料も支援の対象で、補助率の上限額は最大で６００万円と設定されていました。どういった

事業者を支援して行くのか、については審査委員会で審査されていました。 

本市においても人口の減 に伴う尐 農村地域の過疎化などにより、ますます高齢化が進んで行くことか

ら農業・農村の活性化を進める必要性を感じました。 



視察２ （２）新山口駅北地区重点エリア拠点施設整備について   

   KDDI維新ホール                                       

内容 １．新山口駅北地区重点エリア拠点施設整備 

新山口駅北地区重点エリア整備は、小郡都市核エリア 

のうち新山口駅表口西側一帯の約12ヘクタールを官 

民が一体となって重点的に整備を行う「重点エリア」 

として位置づけ、新たな市街地の形成を進めるもの 

です。 

重点エリア内の土地利用をＡ・Ｂ・Ｃの３ゾーンに 

区分し、先行整備地区Ａゾーンについては、多様な 

交流を通じて新たな知恵や創造性が生まれる仕組 

みとして、多目的ホールや産業支援機能を備えた 

拠点施設を整備をして、Ｂゾーン、Ｃゾーンについては、民間誘導地区として民間主導による整備をして

いる。 

２．新山口駅ターミナルパーク整備 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．B・Cゾーン「市街地再開発事業」 

民間誘導地区でマンション、ホテル 

賃貸住宅、商業、業務施設の整備 

再開発準備組合設立平成７年 

 

 

              

〇南北自由通路 

〇橋上駅舎 

〇表口駅前広場 

〇新幹線口駅前広場 

〇既存自由通路 

〇県道新山口停車場長谷線 

〇アクセス道路 

 



日時 ８月２３日（水）１３：３０～１４：３０ 

                               

視察２ 山口市産業交流拠点施設（KDDI維新ホール）施設見学   

内容 １．施設の概要 

床面積 約１，１９０㎡、天井高 １７．２ｍ 

座席数 規模に応じて１，２００席、 

１，５００席、１，７００席、２，０００席に変更可能 

平土間形式では約１，０００㎡のスペースを確保 

２．施設構成 

メグリバ 多種多様の交わりで、ビジネスチャンス   

のめぐりあえる場 

チ ャ レ ン ジ

ショップ 

委託して商品

を展示販売す

る。 

カフェ・シェアキッチン 

飲食店のチャレンジの場として、シェアキッチンを設

置 

アカデミーハウス 

次世代リーダーの育成を目的に作られたシェ

アハウスでここでしかできない経験を通し

て、将来の山口地域を牽引する次世代リー

ダーを目指した学生の過ごす場所。 

その他 

メディフィットラボ、オフィース、 

会議室、フィットネスジム、スタジオ 

 

（メインホール） 

（メグリバ） 

（チャレンジショップ） 

（カフェ・シェアキッチン） 

（アカデミーハウス） 



 【山口県山口市】新山口駅北地区重点エリア拠点施設整備について    辻正之 

        山口市産業交流拠点施設（KDDI維新ホール）の施設見学 

目的 本市においても瑞浪駅周辺の再開発が進められています。今回の視察では本市のJR瑞浪駅北エリアに

建設される複合公共施設の整備を中心に山口市産業交流拠点施設を視察して参考になればと思いまし

た。本市では「未来の子どもたちに渡せるまち」をコンセプトに、中心市街地に相応しい、活気と魅

力あるまちづくりを進めています。本市の駅北地区では、既存の文化センターのホール機能や図書館

等を集約し、市民ニーズに合わせた機能を追加した公共施設の整備を行います。また、南地区では、

市街地再開発事業による住居・商業施設の入ったビルやまちなみを整備し、将来にわたり活気と魅力

あるまちを目指しています。特に駅北エリアでの複合施設では多様な閲覧席やカフェ等を併設したサ

ロンのような図書館や式典等を行うことができるホール、充実したキッズスペースや学習室等を整備

し、誰もが気軽に立ち寄れる複合施設を作ることを目指していると思います。今後のスケジュールは

駅北公共施設として、令和５年度は整備手法の検討・土地建物調査、令和６年度から令和７年度は建

築基本設計・実施設計、令和８年度から令和９年度は建築工事、令和１０年度以降は駅北地区複合施

設開業となっています。今回の山口市産業交流拠点施設を視察することで「子どもたちに渡せるま

ち」となるように検討することが目的です。 

所感 山口市では１）新山口駅ターミナルパーク整備と２）新山口駅北地区重点エリア整備とが行われてい

ました。この内ターミナル整備は新山口駅周辺の整備として壁面緑化や駅前広場などが進められてい

ました。新山口駅北地区重点エリア整備ではにぎわいや交流をもたらす核となる施設でした。その施

設が山口市産業交流拠点施設でKDDI 維新ホールです。駅においては北と南が自由に行き来できる自

由通路を作って北と南とで渡れるようにしていました。また駅前広場が整備されていてタクシーとか

一般利用者の駐車場が作られています。これが新山口駅ターミナルパーク整備でした。新山口駅北地

区重点エリアはターミナル整備エリアと北と南のエリアを合わせて整備されています。近くにはAゾー

ン、Bゾーン、Cゾーンがありました。Aゾーンでは先行整備地区として拠点施設を作った場所となって

います。この場所は市が公共として投資をしている場所です。あとBゾーン、Cゾーンは民間誘導地区

として位置付けられています。Bゾーン、は駅北側にある民間の再開発準備組合による場所で、既存の

建物を解体して、マンション、ホテル、賃貸住宅などが作られていました。この場所も市でも支援が

されていました。Aゾーンは産業交流拠点施設として整備され、にぎわいや活気の広がる施設で山口市

としても大きなプロジェクトで大きな施設でした。整備に当たっては設計・建設・維持管理・運営と

いう所を民間事業者によるPFI的手法により行なっていました。このPFIであれば設計から運営・建設ま

でのパターンなどもあり、民間の経営事業者にまかせる仕組みとなっていました。資金については公

共で通常道理に調達し合併特例債を活用して実施されています。民間の活力をどう取り組んで行くの

かとしてはコンベンション機能は必要と考えられ、大きな目的ホールや会議室の設置や民間の知恵を

引き出すために提案を公募されていました。産業交流拠点施設の具体的な機能としてはメインホール

は最大2,000人を収容できる可変型のメインホールでした。ほかに産業支援機能として「産業交流ス

ペースのメグリバ」で企業の相談や中小企業の支援を行っていました。市民からの提案のあった「健

康づくりとしてメディフィットラボ」、「シェアハウス型のアカデミーハウス」など多機能複合施設

となっていました。 

この施設の特徴は本市にも当てはまる所もありました。それは予算規模としても限られた予算で取り

組むため、産業支援とか人材交流とかを行う上で市だけの機能ではなく公的機関等のオフィスとして

県の関係の事務所やハローワーク、国の機関も入っていただき運営をする、つまりテナントに入って

もらう事でした。本市においても公共機関の事務所としても活用してもらえるテナントも必要だと思

いました。 



５．交通機関（帰り）８月２３日（水） 

目的地 内容 開始時間 終了時間 ホーム   

維新ホール→新山口駅 移動  14:30 14:40   徒歩  

新山口駅→名古屋駅 移動 15:11 17:55  新幹線のぞみ３８号東京行 

名古屋駅→瑞浪駅 移動 18:07 18:57  JR中央本線快速中津川行 

瑞浪駅解散 移動 19:00   瑞浪駅前 



 

 

 

山口県防府市 視察資料 

 

 

( １ )  防府市ク リ ーン センタ ーの取り 組み 

  













 

 

 

山口県山口市 視察資料 

 

 

( １ )  農山村地域活性化ビジネス支援事業 

  











































 

 

 

山口県山口市 視察資料 

 

 

( ２ )  新山口駅北地区重点エリ ア拠点施設整備 

（ 山口市産業交流拠点施設｢Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 維新ホール｣）  


















































